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令和3年度 いずみ中央地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当エリアは住民主体の地域福祉活動が活発で、地域の福祉拠点である常設サロン｢いこいの家｣があります。また、住
民間の支えあいの仕組み｢ふれあいヘルプ｣が実施されている等、泉区内でも先駆的な取組を実施している地域です。そ
れ以外にも、9の各自治会町内会単位で高齢者サロンがあり、体操教室も13団体ある等、地域活動も盛んです。様々なお
祭りやイベントも活発に実施されており、連合や地区社協･民児協が連携しながら積極的に福祉に取り組んでいる地域で
もあります。しかし、コロナの影響もありサロン活動の停止・シニアクラブの解散、商店の閉店なども見られております。今
年度は地域活動再開に向けたサポートや、ケアプラザが20周年を迎えることから、改めて地域ケアプラザの機能周知やコ
ロナ禍に対応した介護予防・認知症予防（啓発）に向けた取り組み、新たに出来た遊歩道を歩くウォーキング、スマホや
ZOOMといったICTの啓発等、新たな交流を生み出す事業に力を入れたいと思います。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域活動（高齢者向けサロン・体操教室等）の再開に向けた情報提供を区社協（地区担当）とも連携しながら実
施。コロナ禍に対応した地域活動の在り方を提案致します。また引き続き再開している地域活動に積極的に参加
し、情報提供に努めます。

包括エリアが変更となり、新たにエリアに加入した町内会（中和泉、和泉中央南ハイツ、台谷戸）にむけて、
地域ケアプラザの役割周知や地域活動支援について話をする機会を設けていただくことを目指します。

スマートフォンやZOOM等、ICTの活用・啓発を目的とした事業を実施し、新たな交流の場・手段の拡大を目指しま
す。
また介護予防・認知症予防（啓発）を目的とした事業開催においても、ZOOM等の活用を検討し会場に来なくても
参加できる形での開催を目指します。

エリア内の教育機関（小中学校、保育園、幼稚園等）や新たに出来た「みんなの絵本のおうち」とも連携し、
コロナ禍にも対応した交流の形を考え実行していきます。

当ケアプラザオリジナルの「見える化シートや」「和泉中央連合自治会見える化マップ」の更新等、担当エリアの
地域資源や相談状況等を可視化します。可視化した情報を基に地域アセスメントを行い、必要な支援等を6職種で
検討し実行します。

・地域の会議やイベントに参加した際、地域活動の状況把握及び情報提供を行いました。
・新たに包括エリアに加入した町内会の方々に向けて、ケアプラザの役割周知等に努めました。その中の町内会では
　ホームページにケアプラザの事業や役割を周知していただけるようになりました。
・会議や講座においてZOOM等ICTの技術を活用しました。またスマートフォンの使用方法について学ぶ講座を専門学校
　の学生やボランティアの方々の力を借りて開催。アンケートにおいて、継続して実施してほしいという声をいただいてお
　り、継続しての開催出来るよう準備を進めました。
・小学校の福祉教育に協力し、地域包括ケアの構築及び啓発に向けた取り組みを進めました。
・開所20周年を記念し、健康増進・介護予防を目的とした事業「いずみ中央チャレンジウィーク」を開催。開催期間（１週間）
　内で延べ200名の方が参加しました。
・地域資源や相談状況を「見える化」し、必要な支援について検討を進めました。

□ 区からのコメント
・開所20周年記念イベント「いずみ中央チャレンジウィーク」において、ducksメンバーのハマトレマスターとしてのボランティ
ア活動の機会を作るなど、担い手活動の活性化への積極的な取組が認められます。今後も様々なイベント・事業の中での
機会の創出に努めてください。また、スマホ講座も積極的に開催しており、主に高齢者へのスマホ入門講座について、地
域ケアプラザとしての役割に期待しています。
・今年度も地域課題を可視化し、ニーズに合った活動を展開するなど工夫して取組を推進することができました。先進的な
取組である和泉小学校とのプロジェクトは3年目を迎え着実に成果を上げており、泉区アクションプランにも掲載されていま
す。今後もケアプラザ内でのチームワークを活かし関係機関、団体と一緒に様々な取組を推進してください。期待していま
す。
・初めてオンラインを活用した講座を開催するなど、コロナ禍における柔軟な対応が実施できています。また、サポーター
養成講座も実施できていますので、新規サポーターの方の活動支援をお願いします。また、「医療機関・調剤薬局情報ガイ
ド」の取りまとめやインフォーマルサービスの情報発信、担当者会議出席など、支援機関の関係構築を意識した活動が行
えました。引き続き、支援者との繋ぎや相互連携を意識した取組をお願いします。


